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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
デ
ジ
モ
ン
カ
ー
ド
大
戦
記
　
～
世
界
を
繋
ぐ
者
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
３
４
２
Ｔ

【
作
者
名
】

　
Ｇ
Ｓ

【
あ
ら
す
じ
】

　
絵
を
描
く
の
が
趣
味
の
高
城
　
千
夏
と
幼
な
じ
み
の
仙
道
　
梨
華
は
突
如
起

た
か
じ
ょ
う

ち
な
つ

せ
ん
ど
う

り
か

こ
っ
た
地
震
で
住
ん
で
い
た
世
界
を
失
う
。
し
か
し
、
あ
る
男
か
ら
自
分
の
世

界
を
元
に
戻
す
方
法
を
聞
い
た
千
夏
達
は
パ
ー
ト
ナ
ー
デ
ジ
モ
ン
の
ド
ル
モ
ン

と
あ
ら
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
を
巡
る
事
に
な
る
。
こ
の
旅
で
千
夏
達
は
様

々
な
出
会
い
を
経
験
し
て
成
長
し
て
い
く
…
。
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～
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
～

　
～
？
？
？
～

小
さ
な
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
元
気
よ
く
走
り
回
っ
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

る
子
供
達
。

し
か
し
、
１
人
だ
け
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
隅
で
走
り
回
っ
て
い
る
少
年
が
い
た
。

？
？
？
「
ね
ぇ
～
、
千
夏
絵
ば
っ
か
り
描
い
て
な
い
で
こ
っ
ち
で
サ
ッ
カ
ー
し

ち
な
つ

よ
う
よ
～
。
」

千
夏
「
・
・
・
あ
の
な
～
梨
華
。
俺
が
体
動
か
す
の
苦
手
な
こ
と
知
っ
て
る
だ

り
か

ろ
。
」

梨
華
「
別
に
下
手
で
い
い
じ
ゃ
な
い
の
、
そ
う
だ
！
私
が
練
習
に
付
き
合
っ
て

あ
げ
る
か
ら
頑
張
ろ
う
よ
！
」

千
夏
「
い
い
っ
て
、
俺
は
動
く
よ
り
こ
う
や
っ
て
絵
を
描
い
て
る
方
が
楽
し
い

ん
だ
よ
。
」

梨
華
「
ま
た
、
そ
う
や
っ
て
～
。
と
に
か
く
、
一
緒
に
や
る
の
！
」

梨
華
は
無
理
や
り
千
夏
の
腕
を
引
っ
張
る
。

千
夏
「
痛
い
痛
い
！
！
分
か
っ
た
！
分
か
っ
た
か
ら
！
」

梨
華
「
分
か
れ
ば
い
い
の
よ
。
さ
ぁ
、
行
こ
！
」

２
人
が
歩
き
出
し
た
瞬
間
、
大
き
な
地
震
が
起
き
た
。
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ゴ
ゴ
ゴ
…
ゴ
ゴ
ゴ
…
！
！

梨
華
「
な
、
な
に
！
？
地
震
？
！
！
」

千
夏
「
梨
華
、
伏
せ
ろ
！
」

し
ば
ら
く
す
る
と
、
地
震
は
収
ま
っ
た
。

千
夏
「
こ
、
こ
れ
は
！
？
」

千
夏
達
が
顔
を
上
げ
る
と
周
り
に
あ
っ
た
建
物
は
倒
れ
、
お
び
た
だ
し
い
瓦
礫

に
成
り
果
て
て
い
た
。

梨
華
「
…
嘘
で
し
ょ
…
？
」

千
夏
「
…
と
に
か
く
、
家
に
戻
る
ぞ
！
」

梨
華
「
う
、
う
ん
！
」

２
人
は
自
分
達
の
家
が
あ
る
方
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
、
２
人
は
気
付
か
な
か
っ
た
。
走
る
２
人
を
見
つ
め
る
謎
の
影
が
あ
っ

た
事
と
こ
の
出
来
事
が
彼
ら
冒
険
の
始
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
を
…
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
…
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デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
（
前
書
き
）

感
想
・
要
望
ど
し
ど
し
応
募
し
て
ま
す
～
！
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デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド

～
千
夏
の
家
～

千
夏
「
…
く
っ
そ
！
母
さ
ん
！
父
さ
ん
！
返
事
し
て
く
れ
！
」

千
夏
は
精
一
杯
声
を
張
り
上
げ
て
叫
ぶ
が
返
事
は
な
い
。
す
る
と
…

？
？
？
「
き
ゃ
～
～
！
！
」

梨
華
の
声
で
は
な
い
少
女
の
悲
鳴
が
外
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。

千
夏
「
悲
鳴
！
？
誰
か
い
る
の
か
！
？
」

千
夏
は
急
い
で
外
に
飛
び
出
た
。

～
破
壊
さ
れ
た
道
路
～

？
？
？
「
グ
オ
ォ
ォ
！
」

少
女
「
は
ぁ
っ
は
ぁ
っ
…
！
！
」

千
夏
「
大
丈
夫
か
！
？
…
っ
て
恐
竜
！
？
」

少
女
「
逃
げ
て
！
あ
れ
は
テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
…
デ
ジ
モ
ン
よ
！
！
」

千
夏
「
デ
ジ
モ
ン
！
？
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
レ
ス
！
」
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少
女
「
き
ゃ
っ
！
？
」

少
女
は
間
一
髪
避
け
た
が
、
石
に
躓
い
て
し
ま
い
転
ん
だ
。
そ
の
時
、
少
女
が

持
っ
て
い
た
物
が
千
夏
の
近
く
に
落
ち
た
。

？
？
？
「
ピ
ピ
ピ
…
！
！
」

少
女
「
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
が
！
？
」

携
帯
に
酷
似
し
た
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
が
突
如
、
輝
き
出
し
千
夏
の
前
ま
で
浮
か
ん

で
き
た
。

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
グ
オ
ォ
ォ
ォ
！
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
が
千
夏
め
が
け
て
向
か
っ
て
く
る
。

少
女
「
い
け
な
い
！
君
、
こ
の
カ
ー
ド
を
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
に
差
し
込
ん
で
！
」

少
女
は
持
っ
て
い
た
カ
ー
ド
を
投
げ
た
。

パ
シ
ッ
！

千
夏
「
わ
、
分
か
っ
た
！
」

千
夏
は
言
わ
れ
た
通
り
カ
ー
ド
を
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
の
上
部
分
に
あ
る
溝
に
差
し

込
ん
だ
。

少
女
「
エ
ン
タ
ー
キ
ー
を
押
し
て
！
」
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千
夏
は
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
に
あ
る
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
と
書
か
れ
た
キ
ー
を
押
し
た
。

Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
《
リ
ア
ラ
イ
ズ
、
ド
ル
モ
ン
！
》

す
る
と
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
の
画
面
か
ら
大
量
の
デ
ー
タ
が
出
て
き
て
、
あ
る
形
に

な
っ
た
。

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
ガ
ァ
！
？
」

？
？
？
「
て
め
ぇ
ー
、
よ
く
も
好
き
勝
手
し
て
く
れ
た
な
。
き
っ
ち
り
代
金
払

っ
て
や
る
か
ら
受
け
取
り
な
！
《
メ
タ
ル
キ
ャ
ノ
ン
！
》
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
グ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
？
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
は
突
然
の
攻
撃
に
倒
れ
た
。

？
？
？
「
へ
っ
！
呆
気
ね
ぇ
な
！
」

千
夏
「
…
な
、
な
ん
な
ん
だ
お
前
！
？
」

？
？
？
「
俺
か
？
俺
は
ド
ル
モ
ン
、
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
の
持
ち
主
…
つ
ま
り
お
前

の
パ
ー
ト
ナ
ー
デ
ジ
モ
ン
だ
。
」

千
夏
「
パ
ー
ト
ナ
ー
デ
ジ
モ
ン
？
」

少
女
「
千
夏
、
後
ろ
！
」

千
夏
「
え
っ
！
？
」

？
？
？
「
《
シ
ャ
ド
ウ
・
シ
ッ
ク
ル
！
》
」
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ド
ル
モ
ン
「
危
な
い
！
《
メ
タ
ル
キ
ャ
ノ
ン
！
》
」

千
夏
め
が
け
て
飛
ん
で
き
た
鎌
鼬
は
ド
ル
モ
ン
の
メ
タ
ル
キ
ャ
ノ
ン
で
相
殺
さ

れ
た
。

千
夏
「
ま
た
か
よ
！
？
い
っ
た
い
何
匹
い
る
ん
だ
よ
？
！
」

少
女
「
あ
れ
は
…
ス
ナ
イ
モ
ン
！
」

ド
ル
モ
ン
「
へ
っ
何
匹
い
よ
う
が
関
係
ね
ぇ
！
さ
っ
さ
と
片
づ
け
て
…
」

？
？
？
「
《
ア
イ
シ
ク
ル
・
ロ
ッ
ド
！
》
」

ド
ル
モ
ン
「
な
に
っ
？
！
グ
ア
ァ
ァ
！
？
」

突
如
、
飛
ん
で
き
た
大
き
な
氷
柱
が
ド
ル
モ
ン
を
弾
き
飛
ば
し
た
。

千
夏
「
な
っ
？
！
ド
ル
モ
ン
、
大
丈
夫
か
！
？
」

少
女
「
こ
の
技
は
…
！
！
」

千
夏
「
次
は
…
雪
男
か
よ
…
？
！
」

少
女
「
ま
さ
か
、
モ
ジ
ャ
モ
ン
ま
で
…
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
…
！
！
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
グ
オ
ォ
ォ
ォ
！
」

千
夏
「
お
い
お
い
、
流
石
に
…
や
べ
ぇ
な
…
！
」
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少
女
「
こ
う
な
っ
た
ら
…
千
夏
！
こ
れ
を
！
」

少
女
は
千
夏
に
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
渡
し
た
。

少
女
「
そ
の
中
に
あ
る
カ
ー
ド
を
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
に
差
し
込
ん
で
、
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
キ
ー
を
！
」

千
夏
「
な
っ
！
？
…
一
か
八
か
…
や
る
し
か
ね
ぇ
か
！
」

千
夏
は
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
か
ら
一
枚
の
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
に
入

れ
て
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
キ
ー
を
押
し
た
。

Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
《
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
、
グ
レ
イ
モ
ン
！
》

す
る
と
、
倒
れ
て
た
ド
ル
モ
ン
が
輝
き
出
し
た
。

ド
ル
モ
ン
「
こ
れ
は
…
！
？
力
が
溢
れ
て
く
る
！
！
」

そ
し
て
、
ド
ル
モ
ン
を
構
成
す
る
デ
ー
タ
が
み
る
み
る
う
ち
に
分
解
さ
れ
新
た

な
デ
ジ
モ
ン
が
現
れ
た
。

グ
レ
イ
モ
ン
「
爆
裂
進
化
！
グ
レ
イ
モ
ン
！
」

千
夏
「
ド
ル
モ
ン
の
姿
が
変
わ
っ
た
！
？
」

少
女
「
あ
れ
が
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
に
伝
わ
る
伝
説
の
力
、
デ
ジ
タ
ル
・
ラ

イ
ド
！
」

千
夏
「
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
…
！
？
」

少
女
「
か
つ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
を
救
っ
た
選
ば
れ
し
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
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デ
ジ
モ
ン
の
偉
大
な
力
を
使
う
こ
と
が
出
来
る
ま
さ
に
最
強
の
力
よ
。
」

ス
ナ
イ
モ
ン
「
キ
シ
ャ
ー
ー
！
！
《
シ
ャ
ド
ウ
・
シ
ッ
ク
ル
！
》
」

ス
ナ
イ
モ
ン
の
攻
撃
は
Ｄ
グ
レ
イ
モ
ン
に
直
撃
し
た
。

千
夏
「
ド
ル
モ
ン
！
？
」

Ｄ
グ
レ
イ
モ
ン
「
…
安
心
し
ろ
、
千
夏
。
あ
ん
な
奴
の
攻
撃
な
ん
ざ
、
全
く
効

か
ね
え
な
。
」

土
煙
か
ら
現
れ
た
Ｄ
グ
レ
イ
モ
ン
は
全
く
の
無
傷
だ
っ
た
。

千
夏
「
す
げ
ぇ
…
！
？
」

少
女
「
…
グ
レ
イ
モ
ン
、
最
初
に
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
が
危
機
に
陥
っ
た
際
、

八
人
の
選
ば
れ
し
子
供
達
と
共
に
闘
っ
た
勇
気
の
力
を
持
つ
デ
ジ
モ
ン
…
！
」

ス
ナ
イ
モ
ン
「
シ
ャ
ッ
！
！
？
」

Ｄ
グ
レ
イ
モ
ン
「
食
ら
え
！
《
メ
ガ
フ
レ
イ
ム
！
》
」

ス
ナ
イ
モ
ン
「
キ
シ
ャ
ー
ー
…
…
！
！
！
」

Ｄ
グ
レ
イ
モ
ン
の
口
か
ら
放
た
れ
た
火
球
を
ス
ナ
イ
モ
ン
は
避
け
よ
う
と
し
た

が
間
に
合
わ
ず
直
撃
し
て
消
え
て
い
っ
た
。

Ｄ
グ
レ
イ
モ
ン
「
な
、
な
ん
だ
！
？
急
に
力
が
？
！
」

突
然
、
Ｄ
グ
レ
イ
モ
ン
は
さ
っ
き
よ
り
も
弱
々
し
い
光
を
放
ち
ド
ル
モ
ン
に
戻
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っ
た
。

ド
ル
モ
ン
「
な
、
な
ん
で
だ
！
？
」

千
夏
「
も
う
一
度
、
カ
ー
ド
を
…
！
？
っ
て
カ
ー
ド
の
絵
が
モ
ノ
ク
ロ
に
！
？
」

少
女
「
別
の
カ
ー
ド
を
使
う
の
よ
！
」

千
夏
「
な
ら
、
こ
の
カ
ー
ド
だ
！
」

千
夏
は
再
び
カ
ー
ド
を
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
に
差
し
込
ん
で
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
キ
ー
を
押

し
た
。

Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
《
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
、
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
！
》

ド
ル
モ
ン
「
き
た
き
た
ー
！
！
」

ド
ル
モ
ン
が
再
び
輝
き
出
し
、
古
代
の
力
を
宿
し
た
デ
ジ
モ
ン
に
変
わ
っ
た
。

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
「
豪
勇
進
化
！
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
！
」

少
女
「
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
、
通
常
と
は
違
う
進
化
で
あ
る
ア
ー
マ
ー
進
化
が
可

能
な
古
代
種
デ
ジ
モ
ン
で
、
潜
在
能
力
は
計
り
知
れ
な
い
デ
ジ
モ
ン
。
」

モ
ジ
ャ
モ
ン
「
《
ア
イ
シ
ク
ル
・
ロ
ッ
ド
！
》
」

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
「
遅
い
！
《
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ク
ラ
ン
チ
！
》
」

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
は
モ
ジ
ャ
モ
ン
の
ア
イ
シ
ク
ル
・
ロ
ッ
ド
を
簡
単
に
避
け
、

嵐
の
よ
う
な
ラ
ッ
シ
ュ
を
喰
ら
わ
し
た
。
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モ
ジ
ャ
モ
ン
「
ウ
ォ
ォ
ォ
！
！
」

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
「
ト
ド
メ
だ
！
《
エ
ク
ス
レ
ー
ザ
ー
！
》
」

モ
ジ
ャ
モ
ン
「
ウ
ガ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
…
！
」

モ
ジ
ャ
モ
ン
は
エ
ク
ス
レ
ー
ザ
ー
を
喰
ら
い
消
滅
し
た
。

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
「
す
げ
ぇ
な
…
、
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
っ
て
。
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
グ
オ
ォ
ォ
ォ
！
」

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
「
う
わ
っ
！
？
」

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
が
油
断
し
た
瞬
間
、
テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
が
襲
い
か
か
っ
た
。

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
「
い
い
加
減
し
つ
け
ぇ
ー
ぞ
！
《
エ
ク
ス
レ
…
》
」

Ｄ
エ
ク
ス
ブ
イ
モ
ン
が
エ
ク
ス
レ
ー
ザ
ー
を
放
と
う
と
し
た
瞬
間
、
ま
た
も
輝

き
出
し
ド
ル
モ
ン
に
戻
っ
た
。

ド
ル
モ
ン
「
ま
た
か
よ
？
！
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
《
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
レ
ス
！
》
」

ド
ル
モ
ン
「
う
わ
っ
、
危
ね
ぇ
！
？
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
レ
ス
は
ド
ル
モ
ン
の
ギ
リ
ギ
リ
頭
の
上
を
過

ぎ
た
。
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ド
ル
モ
ン
「
ち
っ
、
千
夏
！
次
の
カ
ー
ド
を
早
く
～
！
」

千
夏
「
な
ら
、
こ
れ
だ
！
」

Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
《
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
、
グ
ラ
ウ
モ
ン
！
》

Ｄ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
灼
熱
進
化
！
グ
ラ
ウ
モ
ン
！
」

少
女
「
グ
ラ
ウ
モ
ン
、
あ
る
少
年
の
願
い
か
ら
生
ま
れ
、
災
厄
を
も
た
ら
す
と

い
わ
れ
る
デ
ジ
モ
ン
に
現
れ
る
デ
ジ
タ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
持
つ
デ
ジ
モ
ン
。
そ
の

闘
争
本
能
は
デ
ジ
モ
ン
の
中
で
も
強
い
。
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
グ
オ
ォ
ォ
ォ
！
！
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
は
Ｄ
グ
ラ
ウ
モ
ン
め
が
け
て
突
進
し
て
き
た
。

Ｄ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
一
気
に
片
を
付
け
て
や
る
ぜ
！
《
プ
ラ
ズ
マ
ブ
レ
イ
ド
！
》
」

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
グ
ワ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

Ｄ
ク
ラ
ウ
モ
ン
は
両
腕
に
つ
い
て
い
る
突
起
に
電
気
を
流
し
込
み
テ
ィ
ラ
ノ
モ

ン
を
切
り
裂
い
た
。

テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
《
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
レ
ス
！
》
」

Ｄ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
《
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
ブ
レ
ス
！
》
」

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
レ
ス
と
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
ブ
レ
ス
が
激
突
し
た
が
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト

ブ
レ
ス
が
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
レ
ス
を
押
し
込
み
テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
ご
と
消
し
去
っ
た
。
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テ
ィ
ラ
ノ
モ
ン
「
グ
オ
ォ
ォ
ォ
…
！
！
」

Ｄ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ハ
ァ
…
ハ
ァ
…
流
石
に
疲
れ
た
ぜ
。
」

す
る
と
Ｄ
グ
ラ
ウ
モ
ン
は
ド
ル
モ
ン
に
戻
っ
た
。

千
夏
「
あ
り
が
と
う
、
ド
ル
モ
ン
。
」

少
女
「
本
当
に
す
ご
か
っ
た
わ
ね
、
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
の
力
。
」

ド
ル
モ
ン
「
あ
ぁ
、
だ
け
ど
あ
れ
使
っ
た
後
か
な
り
疲
れ
る
ぜ
。
」

千
夏
「
と
こ
ろ
で
君
は
一
体
何
者
な
ん
だ
？
」

少
女
「
教
え
て
あ
げ
て
も
い
い
け
ど
、
千
夏
の
彼
女
は
い
い
の
？
」

千
夏
「
そ
う
い
え
ば
、
梨
華
遅
い
な
～
。
確
か
僕
の
家
の
前
で
…
ま
さ
か
…
！

？
」

少
女
「
急
い
だ
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

千
夏
「
い
こ
う
、
ド
ル
モ
ン
！
」

ド
ル
モ
ン
「
お
う
、
任
せ
ろ
！
」

千
夏
と
ド
ル
モ
ン
は
梨
華
の
家
ま
で
駆
け
て
い
っ
た
。

少
女
「
高
城
千
夏
と
ド
ル
モ
ン
…
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
み
ね
。
ふ
ふ
ふ
。
」

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
…
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決
意
の
旅
立
ち
（
前
書
き
）

や
っ
と
、
完
成
し
ま
し
た
～
。
な
か
な
か
書
け
な
く
て
大
変
で
し
た
。

し
か
も
、
中
身
が
グ
ダ
グ
ダ
し
て
ま
す
が
感
想
な
ど
お
待
ち
し
て
ま
す
。
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決
意
の
旅
立
ち

～
梨
華
の
家
～

梨
華
「
お
母
さ
～
ん
、
お
父
さ
～
ん
！
居
る
な
ら
返
事
し
て
～
！
」

精
一
杯
に
声
を
張
り
上
げ
て
叫
ん
だ
時
、
階
段
側
か
ら
物
音
が
し
て
き
た
。

ガ
タ
ッ
ガ
タ
ッ

梨
華
「
な
っ
な
に
！
？
お
父
さ
ん
な
の
？
そ
れ
と
も
お
母
さ
ん
？
」

梨
華
は
気
に
な
っ
て
階
段
側
に
近
づ
い
た
。

千
夏
「
梨
華
、
そ
こ
か
ら
離
れ
ろ
！
」

梨
華
「
え
っ
、
千
夏
？
」

千
夏
が
声
を
張
り
上
げ
た
瞬
間
、
階
段
側
か
ら
竜
の
よ
う
な
生
物
が
現
れ
た
。

？
？
？
「
シ
ャ
ー
ー
ッ
！
！
」

梨
華
「
き
ゃ
ー
ー
！
！
」

千
夏
「
梨
華
ー
！
ド
ル
モ
ン
、
頼
む
！
」

ド
ル
モ
ン
「
任
せ
ろ
！
《
メ
タ
ル
キ
ャ
ノ
ン
！
》
」

？
？
？
「
キ
シ
ャ
ー
ー
！
？
」
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竜
の
よ
う
な
生
物
は
ド
ル
モ
ン
の
メ
タ
ル
キ
ャ
ノ
ン
を
喰
ら
い
怯
ん
だ
。

千
夏
「
梨
華
、
大
丈
夫
か
！
？
」

梨
華
「
う
、
う
ん
。
だ
け
ど
あ
れ
な
に
！
？
何
が
起
こ
っ
て
ん
の
！
？
」

千
夏
「
そ
れ
は
…
。
」

ド
ル
モ
ン
「
千
夏
！
話
は
後
だ
！
ま
ず
は
こ
い
つ
を
倒
す
ぞ
！
」

千
夏
「
あ
ぁ
！
」

ド
ル
モ
ン
「
《
メ
タ
ル
…
》
」

？
？
？
「
《
ア
イ
ス
ア
ロ
ー
！
》
」

ド
ル
モ
ン
「
ぐ
わ
ぁ
ぁ
！
？
」

ド
ル
モ
ン
が
技
を
放
と
う
と
し
た
瞬
間
、
敵
の
攻
撃
が
ド
ル
モ
ン
に
あ
た
っ
た
。

千
夏
「
ド
ル
モ
ン
！
？
」

ド
ル
モ
ン
「
ち
く
し
ょ
う
！
」

少
女
「
千
夏
！
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
よ
！
」

千
夏
「
き
、
君
は
！
？
さ
っ
き
の
…
。
」

？
？
？
「
シ
ャ
ー
ー
ッ
！
！
！
」
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？
？
？
は
千
夏
め
が
け
て
突
進
し
て
き
た
。

千
夏
「
う
わ
っ
！
？
」

間
一
髪
、
？
？
？
の
突
進
を
避
け
た
。

少
女
「
シ
ー
ド
ラ
モ
ン
相
手
に
ド
ル
モ
ン
じ
ゃ
無
理
よ
！
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド

を
使
う
の
よ
！
！
」

千
夏
「
分
か
っ
た
！
行
け
る
か
、
ド
ル
モ
ン
！
？
」

ド
ル
モ
ン
「
へ
っ
、
あ
た
り
ま
え
だ
！
」

千
夏
は
、
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
を
取
り
出
し
カ
ー
ド
を
差
し
込
ん
で
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
キ

ー
を
押
し
た
。

Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
《
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
、
ア
グ
ニ
モ
ン
！
》

す
る
と
、
ド
ル
モ
ン
が
輝
き
出
し
、
ド
ル
モ
ン
は
別
の
人
型
デ
ジ
モ
ン
に
変
化

し
た
。

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
「
古
代
進
化
！
ア
グ
ニ
モ
ン
！
」

少
女
「
あ
れ
は
、
ア
グ
ニ
モ
ン
！
古
代
の
十
体
の
究
極
体
デ
ジ
モ
ン
の
ー
体
、

エ
ン
シ
ェ
ン
ト
グ
レ
イ
モ
ン
の
力
を
受
け
継
い
だ
デ
ジ
モ
ン
。
」

シ
ー
ド
ラ
モ
ン
「
シ
ャ
ッ
！
《
ア
イ
ス
ア
ロ
ー
！
》
」

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
「
へ
っ
そ
ん
な
も
ん
、
当
た
る
か
よ
！
」



19

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
は
軽
々
と
シ
ー
ド
ラ
モ
ン
の
ア
イ
ス
ア
ロ
ー
を
避
け
た
。

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
「
次
は
こ
っ
ち
の
番
だ
！
《
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
ブ
レ
イ
ク
！
》
」

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
は
手
甲
か
ら
炎
を
作
り
出
し
回
転
し
た
ま
ま
シ
ー
ド
ラ
モ
ン
め

が
け
て
強
烈
な
蹴
り
を
喰
ら
わ
し
た
。

シ
ー
ド
ラ
モ
ン
「
ギ
ャ
ッ
ー
ー
！
！
」

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
「
こ
い
つ
で
ト
ド
メ
だ
！
バ
ー
ニ
ン
グ
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
！
」

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
は
超
高
熱
の
２
つ
の
火
球
を
シ
ー
ド
ラ
モ
ン
に
ぶ
つ
け
た
。

シ
ー
ド
ラ
モ
ン
「
グ
ギ
ャ
ー
ー
！
」

シ
ー
ド
ラ
モ
ン
は
消
滅
し
た
。

梨
華
「
お
、
終
わ
っ
た
の
？
」

少
女
「
ま
だ
よ
！
Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
、
後
ろ
！
」

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
「
な
に
！
？
」

？
？
？
「
《
サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ウ
ド
！
》
」

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
は
飛
ん
で
き
た
雷
を
上
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
避
け
た
。

少
女
「
あ
れ
は
、
ウ
ィ
ザ
ー
モ
ン
よ
！
」
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Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
「
ま
だ
い
た
の
か
よ
！
？
な
ら
…
。
」

Ｄ
ア
グ
ニ
モ
ン
は
も
と
の
ド
ル
モ
ン
に
戻
っ
た
。

千
夏
「
ド
ル
モ
ン
、
連
続
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
だ
！
」

Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
《
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
、
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
！
》

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
爆
熱
進
化
！
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
！
」

少
女
「
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
、
大
地
の
力
を
持
っ
た
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
の
亜
種
。

そ
の
力
は
グ
レ
イ
モ
ン
と
同
等
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

ド
ル
モ
ン
が
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
す
る
と
も
う
一
体
の
デ
ジ
モ
ン
が
現
れ
た
。

？
？
？
「
グ
ギ
ャ
ー
ー
！
！
《
シ
ザ
ー
ア
ー
ム
ズ
！
》
」

梨
華
「
き
ゃ
ー
っ
！
？
」

？
？
？
は
梨
華
を
挟
も
う
と
突
進
し
て
き
た
。

千
夏
「
何
！
？
伏
せ
ろ
、
梨
華
！
」

梨
華
「
き
ゃ
っ
？
！
」

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
千
夏
！
？
」

少
女
「
あ
れ
は
、
ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
！
」

千
夏
は
梨
華
を
無
理
や
り
伏
せ
さ
せ
、
攻
撃
を
避
け
た
。
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Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
千
夏
、
無
事
か
！
？
」

千
夏
「
あ
ぁ
、
何
と
か
な
。
そ
れ
よ
り
、
あ
い
つ
ら
を
倒
せ
！
」

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
任
せ
ろ
！
」

ウ
ィ
ザ
ー
モ
ン
「
ハ
ァ
ー
ー
！
サ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ウ
ド
！
」

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
効
か
ね
ー
ん
だ
よ
！
《
ホ
ー
ン
・
イ
ン
パ
ル
ス
！
》
」

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
は
雷
を
う
け
な
が
ら
、
ウ
ィ
ザ
ー
モ
ン
を
頭
の
角
で
ぶ
っ

飛
ば
し
た
。

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
消
え
失
せ
ろ
！
《
メ
ガ
バ
ー
ス
ト
！
》
」

ウ
ィ
ザ
ー
モ
ン
「
ウ
ワ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

ウ
ィ
ザ
ー
モ
ン
は
高
熱
の
光
線
を
受
け
て
消
え
去
っ
た
。

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
次
は
…
」

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
「
《
シ
ザ
ー
ア
ー
ム
ズ
！
》
」

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
ち
っ
く
し
ょ
う
後
ろ
か
ら
攻
撃
な
ん

て
卑
怯
だ
ろ
う
が
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
「
ギ
ャ
ッ
！
？
」

Ｄ
ジ
オ
グ
レ
イ
モ
ン
は
無
理
や
り
ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
を
離
し
て
地
面
に
ぶ
つ
け
た
。
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そ
の
瞬
間
、
ド
ル
モ
ン
に
戻
っ
た
。

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
「
ギ
ャ
ッ
ギ
ャ
ッ
ギ
ャ
ッ
！
！
」

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
は
ま
た
飛
び
上
が
り
ま
る
で
笑
い
声
の
よ
う
な
鳴
き
声
を
出
し

た
。

ド
ル
モ
ン
「
は
ぁ
っ
は
ぁ
っ
、
次
で
終
わ
ら
せ
て
や
る
ぜ
…
。
千
夏
！
」

千
夏
「
分
か
っ
た
！
こ
れ
で
ラ
ス
ト
に
し
て
や
る
！
」

Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
《
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ド
、
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
！
》

Ｄ
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
「
融
合
進
化
！
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
！
」

少
女
「
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
、
２
体
の
デ
ジ
モ
ン
が
デ
ジ
ク
ロ
ス
と
い
う
力
で

合
体
し
た
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
を
備
え
た
デ
ジ
モ
ン
。
」

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
「
シ
ャ
ー
ー
ッ
！
《
シ
ザ
ー
ア
ー
ム
ズ
！
》
」

Ｄ
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
「
何
度
も
何
度
も
同
じ
技
が
効
く
か
よ
！
《
ア
ー
ム
バ

ン
カ
ー
！
》
」

Ｄ
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
は
ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
の
攻
撃
を
避
け
て
、
強
烈
な
パ
ン
チ

を
放
っ
た
。

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
「
グ
ギ
ャ
ー
ー
！
！
」

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
は
再
び
飛
び
上
が
り
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
。

千
夏
「
あ
い
つ
逃
げ
る
気
か
！
？
ド
ル
モ
ン
！
」
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Ｄ
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
「
逃
が
す
か
よ
！
《
バ
デ
ィ
ブ
ラ
ス
タ
ー
！
》
」

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
「
グ
ギ
ャ
ー
ー
！
！
」

ク
ワ
ガ
ー
モ
ン
は
バ
デ
ィ
ブ
ラ
ス
タ
ー
を
避
け
き
れ
ず
そ
の
ま
ま
消
滅
し
た
。

Ｄ
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
「
は
ぁ
っ
…
は
ぁ
っ
…
さ
す
が
に
疲
れ
…
る
ぜ
。
」

Ｄ
シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
Ｘ
２
は
前
に
倒
れ
て
ド
ル
モ
ン
に
戻
っ
た
。

千
夏
「
大
丈
夫
か
、
ド
ル
モ
ン
！
？
」

ド
ル
モ
ン
「
あ
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
だ
け
だ
。
」

梨
華
「
こ
、
今
度
こ
そ
終
わ
っ
た
の
…
？
」

千
夏
「
あ
ぁ
、
多
分
な
…
。
」

少
女
「
残
念
な
が
ら
こ
れ
は
始
ま
り
に
す
ぎ
な
い
わ
よ
。
」

梨
華
「
え
っ
！
？
ど
う
い
う
事
！
？
」

少
女
「
こ
れ
は
ま
だ
序
章
に
す
ぎ
な
い
っ
て
事
よ
。
」

千
夏
「
君
は
一
体
何
者
な
ん
だ
…
？
」

少
女
「
私
は
宮
城
　
羽
矢
あ
な
た
達
に
会
わ
せ
た
い
人
が
い
る
の
。
」

み
や
ぎ

は
や

す
る
と
羽
矢
は
首
に
掛
け
て
い
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
掲
げ
た
。
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…
す
る
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
輝
き
出
し
辺
り
一
帯
が
光
に
飲
み
込
ま
れ
た
。

～
謎
の
空
間
～

千
夏
「
…
こ
こ
は
！
？
」

梨
華
「
辺
り
が
真
っ
白
…
。
」

ド
ル
モ
ン
「
な
ん
に
も
な
い
な
…
。
」

？
？
？
「
こ
こ
は
ど
こ
の
世
界
に
も
属
さ
な
い
空
間
だ
。
」

千
夏
達
が
辺
り
を
見
回
し
て
る
と
、
羽
矢
と
ス
ー
ツ
を
着
た
男
性
が
い
た
。

千
夏
「
お
前
は
一
体
誰
だ
…
？
」

？
？
？
「
俺
は
…
た
だ
の
勇
気
を
失
っ
た
男
だ
。
」

千
夏
「
は
ぁ
？
」

？
？
？
「
俺
の
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
、
そ
れ
よ
り
お
前
た
ち
の
事
だ
。
」

梨
華
「
私
達
の
街
に
一
体
何
が
起
こ
っ
て
る
の
か
知
っ
て
る
の
！
？
」

？
？
？
「
あ
ぁ
、
お
前
達
の
世
界
は
数
多
の
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
の
融
合
に
よ

っ
て
消
え
か
け
て
い
る
。
」

ド
ル
モ
ン
「
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
の
融
合
？
」

羽
矢
「
そ
う
、
す
べ
て
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
組
織
…
ア
グ
レ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
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っ
て
ね
…
。
」

千
夏
「
ア
グ
レ
イ
シ
ョ
ン
…
？
」

？
？
？
「
こ
の
ま
ま
だ
と
お
前
達
の
世
界
は
消
え
…
そ
し
て
、
ア
グ
レ
イ
シ
ョ

ン
に
支
配
さ
れ
る
。
」

梨
華
「
そ
ん
な
…
！
？
」

ド
ル
モ
ン
「
そ
れ
を
見
て
い
る
し
か
で
き
な
い
の
か
！
？
」

羽
矢
「
方
法
は
た
だ
一
つ
、
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
。
」

千
夏
「
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
…
？
」

？
？
？
「
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
は
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
の
神
だ
。
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
の

力
を
使
え
ば
、
世
界
の
融
合
を
止
め
ら
れ
る
。
」

梨
華
「
な
ら
、
そ
の
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
を
復
活
さ
せ
れ
ば
い
い
の
ね
！
！
？
」

羽
矢
「
だ
け
ど
、
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
は
ア
グ
レ
イ
シ
ョ
ン
の
大
幹
部
達
セ
ブ
ン
・

デ
ィ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
封
印
さ
れ

た
の
。
」

ド
ル
モ
ン
「
な
ら
、
ど
う
や
っ
て
探
す
ん
だ
よ
！
？
」

？
？
？
「
そ
の
Ｄ
ー
セ
ル
ダ
ー
は
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
力
を
感
じ
そ
の
世
界
に
飛

ぶ
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。
」

千
夏
「
つ
ま
り
、
俺
た
ち
に
イ
グ
ド
ラ
シ
ル
の
欠
片
を
探
せ
っ
て
こ
と
か
…
？
」
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？
？
？
「
そ
う
い
う
事
だ
…
。
」

梨
華
「
そ
ん
な
…
無
理
よ
！
私
達
、
ま
だ
中
学
一
年
な
の
よ
！
？
」

羽
矢
「
か
つ
て
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
を
救
っ
た
子
供
達
は
ほ
と
ん
ど
が
小
学

生
よ
。
」

梨
華
「
で
も
…
！
！
」

千
夏
が
優
し
く
梨
華
の
肩
に
手
を
や
っ
た
。

千
夏
「
大
丈
夫
だ
、
俺
た
ち
の
世
界
は
俺
が
守
る
！
」

ド
ル
モ
ン
「
待
て
よ
、
俺
達
だ
ろ
？
俺
も
い
っ
し
ょ
だ
ぜ
！
」

千
夏
「
ド
ル
モ
ン
…
！
あ
り
が
と
う
な
。
」

梨
華
「
千
夏
…
。
」

千
夏
「
そ
れ
で
、
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
」

？
？
？
「
な
ん
だ
？
」

千
夏
「
梨
華
を
…
世
界
が
元
に
戻
る
ま
で
安
全
な
場
所
に
居
ら
せ
て
く
れ
な
い

か
？
」

梨
華
「
え
っ
、
千
夏
！
？
」

千
夏
「
お
前
を
危
険
な
こ
と
に
あ
わ
せ
た
く
な
い
ん
だ
。
な
ぁ
、
頼
む
。
」
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？
？
？
「
分
か
っ
た
。
で
は
…
」

梨
華
「
ま
っ
て
！
あ
た
し
も
い
っ
し
ょ
に
行
く
！
」

千
夏
「
梨
華
！
？
」

梨
華
「
お
願
い
！
あ
た
し
は
千
夏
と
一
緒
に
い
た
い
の
！
お
願
い
…
！
！
」

梨
華
は
涙
を
流
し
な
が
ら
千
夏
に
抱
き
つ
い
た
。

千
夏
「
分
か
っ
た
。
お
前
は
必
ず
、
俺
と
ド
ル
モ
ン
が
守
っ
て
や
る
！
」

ド
ル
モ
ン
「
任
せ
と
け
！
」

梨
華
「
あ
り
が
と
う
、
２
人
共
…
。
」

？
？
？
「
決
ま
っ
た
よ
う
だ
な
。
こ
れ
は
餞
別
だ
。
」

梨
華
の
手
に
光
が
現
れ
、
最
新
型
ら
し
き
パ
ソ
コ
ン
が
あ
ら
わ
れ
た
。

羽
矢
「
そ
れ
は
デ
ジ
タ
ラ
イ
ザ
ー
。
あ
ら
ゆ
る
デ
ジ
モ
ン
の
デ
ー
タ
が
見
れ
る

わ
。
」

？
？
？
が
手
を
翳
す
と
千
夏
達
の
後
ろ
に
扉
が
現
れ
た
。

？
？
？
「
あ
の
扉
は
別
の
世
界
に
繋
が
っ
て
い
る
。
行
っ
て
世
界
を
救
う
ん
だ
。

」千
夏
「
じ
ゃ
あ
、
行
く
ぜ
！
」
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ド
ル
モ
ン
「
お
う
！
」

梨
華
「
う
ん
！
」

千
夏
達
は
扉
を
開
け
、
飛
び
込
ん
だ
。

そ
し
て
、
扉
は
閉
ま
っ
た
。

？
？
？
「
頼
ん
だ
ぜ
。
」

羽
矢
「
本
当
に
良
か
っ
た
の
こ
れ
で
？
…
太
一
。
」

？
？
？
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
ろ
？
ア
グ
モ
ン
、
み
ん
な
…
。
」

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
…
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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